
超音波Ｂスコープ検査システム

ガイド波 超音波探傷装置

探傷方法

ガイド波による超音波探傷検査では、配管を軸方向に伝搬する超音波により、
一度の探傷で広範囲のスクリーニング検査が可能です。
◆配管内外面の減肉部の検出
◆配管断面積の5%の減肉を検出可
◆Cスキャンイメージングによるきずの可視化

◆音波は配管の軸方向に沿って伝搬。
◆配管の断面積に変化があると音波は
反射して戻ってくる。
◆受信した信号から腐食の程度を収録。

ガイド波 超音波探傷検査
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Cスキャンマッピング

ドリル穴貫通孔Φ3.0

凹み減肉（減少率4％） 配管端部



ガイド波 超音波探傷検査

◆フォーカシングにより円周方向の欠陥位置を推定可能
◆探傷データの視覚化・信頼性向上

◆露出部にセンサーを設置、埋設部のスクリーニング検査が可能

フォーカシング機能

埋設部への適用

〒135-0061 東京都江東区豊洲五丁目５番13号
URL:https://www.tokyo-pt.co.jp

製品・サービスについてのお問い合わせは
技術部 技術センター（川崎事務所）

TEL．044-541-7820（受付時間：平日9時～17時）

M
ag
ne
t

セ
ン
サ
ー

M
ag
ne
t

セ
ン
サ
ー

ドリルΦ3.0×d3.0

ドリル貫通孔Φ3.0

ドリル貫通孔Φ2.0

凹み減肉（減少率4%）

反射エコー

凹み減肉（減少率3％）

模擬欠陥付与 防食テープ施工

土中埋設

◆付帯作業（足場組立、保温解体etc）を減らし測定範囲
を拡大できる
◆スクリーニング⇒詳細検査で効率的な検査が可能
◆定期的なモニタリングで配管の異常を早期発見
◆保温下配管に発生する腐食を効率的に検出可能
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